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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）

日
本
人
の
暮
ら
し
の
も
と
は

江
戸
時
代
に
で
き
あ
が
っ
た
。

一
口
に
江
戸
時
代
と
い
っ
て

も
三
〇
〇
年
ち
か
く
あ
る
が
、

こ
の
間
に
日
本
の
各
地
に
名

産
、
名
物
が
数
多
く
生
ま
れ
、

日
本
は
特
産
物
列
島
と
化
し

た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
現
代
ま

で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
暮
ら

し
の
土
台
で
あ
る
衣
食
住
を
中

心
と
す
る
い
く
つ
か
を
あ
げ
て

み
よ
う
。

〈
衣
〉
黄
八
丈
（
東
京
）、

越
後
縮（
ち
ぢ
み
）（
新
潟
）、

奈
良
晒（
さ
ら
し
）（
奈
良
）、

丹
後
縮
緬
（
ち
り
め
ん
）（
京

都
）、
西
陣
織
（
京
都
）、
加

賀
絹
（
石
川
）、
河
内
木
綿

（
大
阪
）、
真
岡
木
綿
（
栃

木
）

〈
染
料
〉
最
上
紅
（
紅
花
、

山
形
）、
阿
波
藍
（
徳
島
）

〈
食
〉
米
（
各
地
）、
茶
（
宇

治
・
京
都
、
静
岡
）、
黒
砂

糖
（
沖
縄
、
鹿
児
島
）、
く

じ
ら
（
和
歌
山
・
佐
賀
・
長

崎
）、
酒
（
兵
庫
、
京
都
）、

し
い
た
け
（
大
分
）、
昆
布

（
北
海
道
）、
塩
（
徳
島
、

兵
庫
）、
紀
州
み
か
ん
（
和

歌
山
）、
三
輪
素
麺（
奈
良
）、

大
根
（
練
馬
・
東
京
、
尾
張

・
名
古
屋
）、
浅
草
海
苔（
東

京
）、
吉
野
葛
（
奈
良
）、
伊

勢
え
び
（
三
重
）、
若
狭
鯛

（
福
井
）、
広
島
牡
蠣
（
広

島
）、
土
佐
鰹
（
高
知
）

〈
食
器
〉伊
万
里
焼（
佐
賀
）、

瀬
戸
焼
（
愛
知
）、
九
谷
焼

（
石
川
）、
備
前
焼（
岡
山
）、

萩
焼
（
山
口
）、
砥
部
焼
（
愛

媛
県
）、
信
楽
焼
（
滋
賀
）、

清
水
焼
（
京
都
）

〈
漆
器
〉
津
軽
塗
（
青
森
）、

会
津
塗
（
福
島
）、
輪
島
塗

（
石
川
）、
春
慶
塗
（
岐
阜

他
）、
大
内
塗
（
山
口
）

〈
住
〉杉
材（
吉
野
・
奈
良
）、

ひ
の
き
材（
木
曽
・
長
野
）、

畳
表
（
岡
山
）、
和
紙
（
福

井
）、
ろ
う
そ
く
（
会
津
）

こ
う
し
た
暮
ら
し
に
必
要
な

基
本
財
の
生
産
技
術
、
流
通
・

販
売
の
リ
ア
ル
な
記
録
が
「
日

本
農
書
全
集
」全
７２
巻
で
あ
る
。

と
り
わ
け
第
４５
巻
か
ら
５９
巻
に

わ
た
る
特
産
、
農
産
加
工
、
園

芸
、
林
業
、
漁
業
の
巻
に
は
、

生
活
基
本
財
の
生
産
技
術
と
産

地
を
作
り
上
げ
て
い
く
過
程
が

詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
現

代
の
産
地
づ
く
り
と
地
域
興
し

に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ

る
と
同
時
に
、
郷
土
の
生
き
た

歴
史
を
学
ぶ
格
好
の
資
料
と
な

っ
て
い
る
。

●
酒
つ
く
り

第
５１
巻
の
『
童
蒙
酒
造
記
』

（
ど
う
も
う
し
ゅ
ぞ
う
き
）は
、

子
ど
も
に
も
わ
か
る
よ
う
に
書

い
た
酒
つ
く
り
の
本
と
い
う
意

味
だ
が
、
酒
造
の
ポ
イ
ン
ト
の

一
つ
で
あ
る
麹
の
ね
か
せ
方
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

○
（
麹
を
ね
か
せ
た
）
そ
の

日
の
夜
に
は
い
っ
て
灯
火
を

見
透
か
す
と
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
花
が
つ
き
、
三
分
の
一
ほ

ど
蒸
米
が
は
ぜ
て
い
る
。
こ

れ
を
「
麹
の
足
」
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
人
肌

く
ら
い
の
温
か
さ
だ
ろ
う
。

…
も
し
麹
室
が
冷
え
て
い

て
、
こ
の
と
き
に
温
か
み
が

な
く
足
が
見
え
な
け
れ
ば
、

作
業
を
延
ば
し
、
四
時
間
か

ら
六
時
間
後
、
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
翌
朝
か
翌
日
の
昼
ま
で

か
か
っ
て
、
麹
の
足
が
で
き

し
だ
い
作
業
を
す
る
。
こ
れ

は
口
伝
で
あ
る
。

伊
丹
の
酒
つ
く
り
の
秘
伝
が

現
代
語
訳
と
解
題
つ
き
で
読
め

る
の
が
う
れ
し
い
。

●
紀
州
み
か
ん

一
方
、
み
か
ん
で
名
を
成
し

た
の
が
紀
州
和
歌
山
。
紀
州
み

か
ん
の
ブ
ラ
ン
ド
は
江
戸
時
代

に
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
様
子
を

克
明
に
伝
え
る
の
が
第
４６
巻
の

『
紀
州
蜜
柑
伝
来
記
』で
あ
る
。

大
消
費
都
市
江
戸
に
ど
う
売
り

込
む
か
、
そ
れ
が
ブ
ラ
ン
ド
確

立
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
ま
ず

取
り
組
ん
だ
の
が
産
地
に
お
け

る
生
産
者
組
織
「
蜜
柑
方
」
の

結
成
で
あ
る
。
こ
れ
を
担
っ
た

の
が
紀
州
藩
勝
手
方
。
み
か
ん

の
生
産
・
販
売
組
織「
蜜
柑
組
」

を
設
け
、
積
出
港
に
は
蜜
柑
会

所
を
設
け
て
輸
送
を
管
理
す

る
。
江
戸
で
は
仲
買
の
数
を
制

限
し
て
乱
売
に
よ
る
安
値
を
防

ぐ
。
こ
う
し
た
官
民
一
体
と
な

っ
た
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紀
州
み

か
ん
は
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
成
功

し
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
紀

州
の
よ
う
な
質
の
よ
い
み
か
ん

は
ど
の
国
か
ら
も
出
な
い
の

だ
」
と
い
う
品
質
に
対
す
る
自

信
で
あ
る
。
い
つ
の
時
代
に
も

産
地
形
成
、
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の

基
本
は
変
わ
ら
な
い
。

●
津
軽
塗

津
軽
塗
は
そ
の
て
い
ね
い
な

重
ね
塗
り
で
有
名
だ
が
、
こ
の

技
術
も
江
戸
時
代
に
源
が
あ

る
。
そ
の
秘
伝
を
伝
え
る
の
が

『
塗
物
伝
書
』（
第
５３
巻
）
だ
。

そ
こ
で
は
紋
紗
塗
り
、白
塗
り
、

蒔
絵
の
方
法
、
金
箔
の
置
き
方

な
ど
、
塗
り
に
関
す
る
技
術
が

数
十
項
目
に
わ
た
っ
て
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
本
書
の
塗
り
の
技

法
を
追
試
験
し
て
解
題
を
書
い

た
佐
藤
武
司
弘
前
大
学
名
誉
教

授
は
、「
江
戸
時
代
の
津
軽
塗

技
法
の
中
に
は
、
蒔
絵
技
法
や

塗
立
の
優
れ
た
技
に
関
す
る
情

報
の
収
集
に
努
力
し
た
跡
が
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
技
法
の
中

で
、
と
く
に
変
塗
（
か
わ
り
ぬ

り
）
に
関
す
る
技
法
が
伝
承
さ

れ
た
こ
と
が
『
塗
物
伝
書
』
か

ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
述
べ
、
地
域
の
創
造
性
と
い

う
こ
と
を
理
解
す
る
う
え
で
も

大
き
な
価
値
を
有
し
て
い
る
、

と
し
て
い
る
。

『
東
奥
日
報
』（
ｗ
ｅ
ｂ
版

〇
五
年
一
月
二
九
日
号
）
は
、

手
板
と
呼
ば
れ
る
見
本
を
も
と

に
古
津
軽
塗
の
丸
盆
を
現
代
に

再
現
し
た
と
伝
え
て
い
る
。「
津

軽
塗
技
術
保
存
会
」
の
メ
ン
バ

ー
の
一
人
で
あ
る
佐
藤
武
司
名

誉
教
授
は
、「
江
戸
時
代
の
先

端
を
走
っ
た
価
値
あ
る
文
化
財

が
復
元
さ
れ
た
」
と
高
く
評
価

し
て
い
る
。

季節ごとの農耕の様子が描かれた九谷焼（「九谷色絵農耕煎茶碗」「日
本農書全集」第７２巻より）

日
本
農
書
全
集
第
２
期
の
編

集
委
員
で
あ
る
佐
藤
常
雄
筑
波

大
教
授
は
、
江
戸
時
代
を
平
和

の
時
代
、
文
書
の
時
代
、
庶
民

の
時
代
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。

そ
こ
で
は
自
然
を
保
全
し
な
が

ら
開
発
し
、
地
域
資
源
を
徹
底

活
用
し
て
暮
ら
し
が
築
か
れ
て

い
た
。
そ
の
記
録
が
日
本
農
書

全
集
に
集
積
さ
れ
て
い
る
。

全
７２
巻
の
索
引
に
は
〔
衣
食

住
〕
を
は
じ
め
と
し
て
〔
年
中

行
事
・
信
仰
〕〔
暦
日
・
気
象
〕

〔
災
害
と
飢
饉
〕〔
自
治
と
社

会
組
織
〕
な
ど
、
暮
ら
し
を
築

く
キ
ー
ワ
ー
ド
が
無
慮
数
万
並

ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、
あ
そ

び
び
（
遊
日
）
に
は
五
〇
箇
所

を
超
え
る
記
載
頁
が
の
っ
て
お

り
、
多
様
な
休
日
、
遊
び
、
娯

楽
の
実
態
を
探
る
こ
と
が
で
き

る
。こ

う
し
た
暮
ら
し
を
築
く
生

産
と
生
活
の
シ
ス
テ
ム
は
、
地

域
資
源
の
活
用
と
環
境
保
護
を

実
現
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
で
も

あ
る
。
日
本
農
書
全
集
が
第
３

回
・
朝
日
新
聞
「
明
日
へ
の
環

境
賞
」
を
受
賞
し
た
の
も
う
な

ず
け
る
。

ち
な
み
に
言
え
ば
、
農
文
協

か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
「
江
戸

時
代

人
づ
く
り
風
土
記
」は
、

各
都
道
府
県
別
に
一
巻
を
割
り

当
て
〔
自
治
〕〔
生
業
〕〔
教
育

シ
ス
テ
ム
〕〔
子
育
て
〕〔
先
駆

者
〕
の
共
通
項
目
で
編
集
し
た

も
の
で
、
読
み
や
す
く
、
か
つ

郷
土
を
調
べ
る
資
料
と
し
て
価

値
が
高
い
。
総
索
引
『
近
世
日

本
の
地
域
づ
く
り

二
〇
〇
の

テ
ー
マ
』
は
〈
地
域
づ
く
り
〉

の
視
点
か
ら
編
成
さ
れ
て
お

り
、
暮
ら
し
と
楽
し
み
、
自
給

列
島
産
業
起
こ
し
、
い
き
わ
た

る
教
育
な
ど
、
引
い
て
み
た
い

項
目
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。

日
本
は
明
治
以
降
、
西
欧
文

明
を
と
り
い
れ
近
代
化
を
す
す

め
て
い
く
が
、そ
の
様
相
は「
明

治
農
書
全
集
（
全
１３
巻
）」
に

詳
し
い
。
江
戸
と
現
代
を
つ
な

ぐ
基
本
デ
ー
タ
と
し
て
貴
重
な

も
の
だ
。

＊

南
部
藩
の
百
姓
・
淵
澤
圓
右

衛
門
は
『
軽
邑
耕
作
鈔
』（
日

本
農
書
全
集
・
第
２
巻
）
を
著

し
た
人
で
あ
る
が
、
遺
言
の
末

尾
に
こ
ん
な
歌
を
残
し
て
い

る
。世

の
中
ハ
願
ひ
望
み
の
限
り

な
し

着
て
喰
て
処
（
お
）
ら

バ
極
楽
と
せ
よ

（
歌
意
）こ
の
世
に
生
ま
れ
、

人
の
願
望
は
何
と
限
り
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
よ
。
衣
食
住
が

か
な
う
な
ら
極
楽
な
の
だ
と
悟

り
な
さ
い
。

ふ
り
返
れ
ば
未
来
―
江
戸
び

と
の
残
し
た
も
の
を
静
か
な
暮

ら
し
を
考
え
る
よ
す
が
と
し
た

い
。

農
業
生
産
を
中
心
と
し
た
江

戸
期
庶
民
の
生
活
世
界
全
般
を

記
し
た
農
書
。
二
四
年
も
の
歳

月
に
わ
た
り
全
国
か
ら
三
百
余

点
を
翻
刻
、
現
代
語
訳
。「
環

境
を
汚
さ
な
い
当
時
の
農
法
を

紹
介
し
て
、
現
代
の
暮
し
に
大

き
な
示
唆
を
与
え
た
」と
し
て
、

朝
日
新
聞
社
・
第
３
回
「
明
日

へ
の
環
境
賞
」
受
賞
。〈
編
集

委
員
〉
山
田
龍
雄
・
飯
沼
二
郎

・
守
田
志
郎
・
岡
光
夫
／
佐
藤

常
雄
・
徳
永
光
俊
・
江
藤
彰
彦

Ａ
５
判
（
２６
・
７１
・
７２
巻
は

Ｂ
５
）・
上
製
・
箱
入

●
各

４
２
０
０
円
〜
７
５
０
０
円
、

セ
ッ
ト
価
４
１
１
１
０
０
円

【
全
７２
巻
の
分
類
テ
ー
マ
】
地

域
農
書
、
農
事
日
誌
、
特
産
、

農
産
加
工
、
園
芸
、
林
業
、
漁

業
、
畜
産
・
獣
医
、
農
法
普
及
、

農
村
振
興
、
開
発
と
保
全
、
災

害
と
復
興
、
本
草
・
救
荒
、
学

者
の
農
書
、
絵
農
書

【
別
巻
】

『
収
録
農
書
一
覧

分
類
索
引
』

国
土
保
全
、
自
然
農
法
、
地

域
教
育
な
ど
「
現
代
的
課
題
を

解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
」
か
ら
の
農

書
案
内
と
成
立
地
、
分
野
別
な

ど
の
農
書
一
覧
。
農
法
・
農
作

業
、
衣
食
住
、
年
中
行
事
・
信

仰
な
ど
２６
項
目
２５
万
件
の
分
類

索
引
。

●
２
４
０
０
０
円

地
方
が
中
央
か
ら
独
立
し
、

侵
略
や
自
然
破
壊
な
く
地
域
社

会
を
充
実
さ
せ
、
来
る
べ
き
循

環
型
社
会
、
成
熟
社
会
の
モ
デ

ル
と
し
て
世
界
的
に
注
目
さ
れ

る
江
戸
時
代
。
そ
の
魅
力
を
、

各
都
道
府
県
ご
と
、
行
政
、
自

治
、
産
業
、
教
育
、
学
芸
、
福

祉
、
民
俗
な
ど
多
彩
な
分
野
、

約
５０
編
の
物
語
で
描
く
。
●
全

５０
巻
・
都
道
府
県
別
編
集
、
Ｂ

５
判
、
上
製
、
平
均
３
８
０
頁
、

物
産
一
覧
、カ
ラ
ー
口
絵
つ
き
、

揃
価
２
２
５
０
０
０
円

【
各
道
府
県
版
】
岩
手
・
神
奈

川
・
長
野
・
京
都
・
福
岡

各

３
５
０
０
円
、
他
各
４
５
０
０

円
【
特
別
編
集
版
】
東
京
編
『
大

江
戸
万
華
鏡
』
Ｃ
Ｄ
「
大
江
戸

四
季
の
音
巡
り
」
付
１
０
０
０

０
円
、
沖
縄
編
Ｃ
Ｄ
「
沖
縄
を

聴
こ
う
（
沖
縄
民
謡
）」
付
７

０
０
０
円
、
大
阪
編
『
大
阪
の

歴
史
力
』
１
０
０
０
０
円
【
索

引
巻
】『
近
世
日
本
の
地
域
づ

く
り

２
０
０
の
テ
ー
マ
』
開

発
、
物
産
、
祭
り
、
教
育
な
ど

多
彩
な
テ
ー
マ
で
本
全
集
の
記

事
を
ガ
イ
ド

●
５
０
０
０
円

近
世
か
ら
近
代
へ
と
移
る
中

で
農
業
は
ど
う
動
い
た
か
―
日

本
的
自
然
観
に
立
ち
「
農
書
」

の
世
界
に
生
き
る
老
農
と
、
近

代
農
学
者
と
の
論
争
・
協
力
を

通
じ
て
築
き
上
げ
ら
れ
た
明
治

農
法
を
そ
の
原
典
か
ら
見
直

す
。
近
代
科
学
の
受
容
と
変
容

（
科
学
の
土
着
化
）
を
研
究
す

る
上
で
異
色
の
資
料
。

〈
編
集
〉
古
島
敏
雄
、
川
田
信

一
郎
、
熊
沢
喜
久
雄
、
須
々
田

黎
吉

Ａ
５
判
、
上
製
、
箱
入

１
稲
作

４
５
０
０
円

２
稲
作
・
一
般

５
５
０
０
円

３
稲
作

５
５
０
０
円

４
畑
作

４
５
０
０
円

５
特
用
作
物

５
５
０
０
円

６
野
菜

５
５
０
０
円

７
果
樹

５
５
０
０
円

８
畜
産

５
０
０
０
円

９
養
蚕
・
養
蜂
・
養
魚

５
５
０
０
円

１０
土
壌
・
肥
料

５
５
０
０
円

１１
農
具
・
耕
地
整
理５

５
０
０
円

１２
病
害
虫
・
雑
草
・
農
薬

６
５
０
０
円

１３
林
産
・
林
業

５
５
０
０
円

揃
価
７
０
０
０
０
円

あそび日の様子 稲刈り上げの日の祝い、ご
ちそうを腹いっぱい食べて骨休み（「農業図
絵」日本農書全集・第２６巻より）

特
産
物
列
島
と

生
活
文
化
の
誕
生

永
続
す
る
生
産
と

暮
ら
し
の
シ
ス
テ
ム

日
本
農
書
全
集

全
７２
巻
・
別
巻
１

江
戸
時
代

人
づ
く
り
風
土
記

全
５０
巻
都
道
府
県
別
編
集

関
連
全
集

★〈
科
学
の
土
着
化
〉へ
の
足
跡

明
治
農
書
全
集

江戸期ニッポンからの贈り物

地域の輝き、暮らしの充実
江 戸 か ら
見える未来

第１９９２号出 版 ダ イ ジ ェ ス ト２００５年（平成１７年）２月２０日（７）


